
地域の安心・ 安全  のために

消
防
団
の
現
状
は

　 町議会は、 1 2 月 7 日、 消防団幹部の方々と 懇談

を し まし た。 地域の安心安全のために、 日々、 ご

尽力いただいている 消防団の活動などについてお

聞き し まし た。

　
現
在
、
全
団
員
２
１
５
名
（
内
支
援
団
員
1 7
名
）
で
あ
る
。

団
員
は
、
町
外
勤
務
、
町
外
居
住
（
実
家
が
広
川
の
方
）
が
多

い
が
、
火
災
時
に
は
昼
間
、
夜
間
と
も
5 0
名
程
度
が
出
動
し
て

い
る
。

　 消防団は、 春、 秋の訓練で、 災害時の対応についても 学

んでおり 、 その中で、 団員同士の連携、 信頼も 生まれてい

る。 また、地元の様子、地元の方の様子などに熟知し ている。

災害時には、 一番に現場に出動し 初期消火、 水害状況の把

握などを 行い、 災害後の片付けまで行う 。 地域になく ては

なら ない存在である。

　 一方、 大切なこ と は、 消防団の安全である と 考える。 夜

間の活動や危険を 伴う 活動には十分注意し 、 安全第一で行

動し て欲し い。

原　 和敏 団長
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地域の安心・ 安全  のために消防団
と

懇 談

懇
談
の
中
で
出
た

　
　
課
題
は
ど
う
す
る

町
や
消
防
団
の
取
組
み
は

団
員
確
保
に
対
す
る
支
援
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

町
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
周
知
、
イ
ベ
ン

ト
時
の
団
員
募
集
チ
ラ
シ
の
配
布
や
行
政
区
長

と
と
も
に
加
入
依
頼
等
を
行
い
、
団
員
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

分
団
の
再
編
成
が
必
要
な
時
期
で
は
な
い
か
。

現
在
消
防
団
が
置
か
れ
て
い
る
実
情
を
踏
ま
え
、

分
団
及
び
部
の
区
域
・
部
員
数
に
つ
い
て
協
議
を

進
め
て
い
る
。

消
火
用
水
利
〈
消
火
栓
〉
の
見
直
し
配
置
と
設
置

が
必
要
で
は
。

こ
れ
ま
で
設
置
さ
れ
て
い
た
防
火
水
槽
に
加
え
、

周
辺
の
消
防
水
利
の
状
況
を
考
慮
し
上
水
道
施

設
を
活
用
し
た
消
火
施
設
を
、
行
政
区
と
協
議
を

行
い
設
置
し
て
い
る
。
〈
防
火
水
槽
公
設
１
１
８

基
・
私
設
7 8
基
・
消
火
栓
２
５
９
箇
所
〉

QQ Q AAA
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自 分 の 地 元 だ か ら こ

そ、 取り 組める こ と が

あり 、 解決につなげる

事ができ る。

仲間と 活動する こ と によ

り 、 大変さ は、 楽し みに

変わっ ている。

消防、 防災に

ついて意識が

高まる。

考え方、 コ ミ ュ ニケー

ショ ン 力も 向上し 、 職

場でも 生かせる。

地域愛も 深まり 、 取組

みに自信を持てる。

団員同士の連携

が災害現場で生

きてく る。

消
防
団
員
の
声

消
防
団
員
の
声

　　  

～
消
防
団
で
地
域
貢
献
～

～
消
防
団
で
地
域
貢
献
～



広川町消防団
組織図

　 消防組織法に基づいて各自治体に設置さ れている機関。 本業を別に持つ一般市民で構成さ

れる非常勤地方公務員にあたる。

　 消防士は消防・ 救急・ 救助を専門に行う 「 常勤地方公務員」 です。

　 要するに普段は自分の仕事をし ながら 、 災害時に町の安全を守る身近な H ERO です。

団　 　 長

副 団 長 （ ２ 名）

（ ６ 名）

（ １ ～６ ）

町を６ 区に

分けています

本　 　 部

本部司令
（ 副分団長級）

分　 　 団

分 団 長

副分団長

部　 　 長

１ 分団（ ３ ～５ 部）

２ 分団（ ６ ～ 1 0 部）

３ 分団（ 1 1 ～ 1 3 部）

４ 分団（ 1 7 ～ 1 9 部）

５ 分団（ 2 0 ～ 2 3 部）

６ 分団（ 1 4 ～ 1 6 、

　 　 　 　 2 4 、 2 5 部）

班　 　 長

団　 　 員

部長
１ 部 　 　 　

２ 部（ 女性）

班長

団員

支援団員
（ 機能別団員）
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そ 消そ 団 ても 防も っ ？

全団員訓練

広川町幼年消防ク ラ ブ
防火・ 防災ポスタ ー

広川町幼年消防ク ラ ブ
防火・ 防災ポスタ ー

斗和保育園　 つつみ おと は さ ん

斗和保育園　 えさ き  り ょ う  さ ん



主な活動

消防署から 一言

消火活動 救助活動

日常活動

水防活動

防火・ 防災活動

・ 火災時の消火

・ 周辺住民の避難誘導や

安否確認

・ 水利の確認や確保

・ 被災者の救助

・ 避難所の運営

・ 道路整理

・ 定期的な 訓練や研修の

実施

・ 地域で の防災訓練の実

施・ 指導

・ 消防車、 道具、 消火栓

等の点検

・ 豪雨時の応急的な 堤防

補強・ 土のう 積み

・ 高齢者の避難支援及び

安否確認

・ 消防出初式

・ 夜警

・ 防災フ ェ ア

　（ イ ベン ト ・ 啓発等で防

災への注意喚起を行う ）

　 消防団のみな さ んは災害

時において 孤立地域、 水利

位置、 山林内部等、 地元の

情報に通じ ている方々です。

　 署内だ けで は対応で き な

い人員や範囲を カ バーし て

いた だ く 、 地域にな く て は

なら ない方々と 組織です。

　 日頃の取り 組みと 協力に、

心から の感謝し かあり ま せ

ん。

※消防団員になるには

　 　 一般的に 1 8 歳以上の健康な人で、 その地域に居住・

通勤・ 通学し ている人。 女性も Ｏ Ｋ 。

　 　 詳し く はお住まいの区長さ ん、 町役場企画課まで。
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消 て団

し る ？

防

何

っ

て の

水防訓練（ 土のう 作り ）

出初式


